
 

 

 

 

「耳で聴くハザードマップ」の提供開始について（お知らせ） 

 

 茨城県では、外国人や視覚に障害のある方などが、平時から災害リスク等を認識し、早めの避

難につなげていただくことを目的として、スマートフォンを活用しハザードマップの情報等を多

言語や音声で確認できる「耳で聴くハザードマップ」サービスの利用を４月13日から開始いた

しますので、お知らせいたします。 

 

○ 「耳で聴くハザードマップ」サービスについて 

１ 利用開始日  

令和８年４月13日（県内全域において利用が可能）   

 

２ 「耳で聴くハザードマップ」サービスの概要  

音声コード読み上げアプリ「Uni-Voice（ユニボイス）」、又は「Uni-Voice Blind（ユニ

ボイス ブラインド）」を使って、スマートフォンで現在地や任意の地点における気象情

報、標高、災害リスク（洪水・土砂災害・高潮・津波）、最寄りの避難場所までの経路な

どを多言語※や音声で確認することができます。 

    ※多言語化対応言語：英語、中国語、韓国語、ベトナム語  

 

３ 使用方法（「Uni-Voice Blind」での例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】Uni-Voice（ユニボイス）・Uni-Voice Blind（ユニボイス ブラインド）について  

（１）企画・監修 特定非営利活動法人 日本視覚障がい情報普及支援協会（JAVIS)  

（２）開発・運用 Uni-Voice 事業企画株式会社  

（３）利 用 料  無料（インストールや利用に伴う通信料は利用者の負担になります） 

令和８年４月７日（火） 

＜お問い合わせ＞ 

防災・危機管理部防災・危機管理課 

総務・危機管理G 塚田、菊池 

TEL 029(301)2879 

資料提供 

 



のとき いまいるところが
あぶないか わかる

～アプリ ～
災害がおきたとき、どこが あぶないか、どこに にげるか

しっていますか？ ユニボイスという アプリを つかうと、

かんたんに しることができます。

いざというとき、すぐに にげることが できるように

アプリを ダウンロードして しらべて おきましょう！

このアプリは、 いろいろな ことばで みることができます。

※つかえる ことば

英語（えいご）・中国語（繁体・簡体）（ちゅうごくご）・

韓国語（かんこくご）・ベトナム語（べとなむご）

ユニボイス

さいがい

おかねは かかりません

災害が おきたとき、
いまいるところが あぶないか
かくにんすることが できます

にげるばしょ（ひなん
ばしょ）まで ナビで
みることが できます

災害が おきたときに
おしらせ（けいほう、
ちゅういほう）
が とどきます

さいがい

〇おといあわせ
茨城県防災・危機管理部 防災・危機管理課（いばらきけんぼうさいききかんりぶ ぼうさいききかんりか）
ＴＥＬ：０２９－３０１－２８７９ メール：kikikanri01@pref.ibaraki.lg.jp

さいがい

茨城県からの
おしらせです

※つかいかたは、 うらめんをみてください。

いばらきけん

さいがい

【外国人向けチラシ】



ユニボイス

つかいかた

①マップを おします ②つかう ことばを えらびます ③ハザードマップを おします

できること

さいがいの しゅるいを
えらびます。
おおあめ・つなみ など
が おきたとき、 いま
いる ばしょが あぶな
いか わかります。

ちかくの にげる ば
しょ（ひなんばしょ）
が わかります。
えらんだ ばしょまで
ナビ でかくにんする
ことができます。

さいがいが おきた
とき、 いろが ぬ
られているところは
あぶないです。
あんぜんな ところ
に にげる（ひなん
する）ひつようが
あります。

にげるばしょ
（ひなんばしょ）を ちずで
みることが できます。
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